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前節までの分析において「原表」のマネー・フローを辿ってきた。その際， iA+Dl=EJの仮
定を新設して {cp}における「純生産物」の価値実現問題を追跡し，その結果として， {c S}部
門に記録される海外余剰 (D2)の取り扱いが解明されるべき問題として残されてきた。海外余剰
(D2)つまり「開放体系」の想定によっても， {c S}の貨幣収支と投入・産出連関に撹乱が生ずる
こともなく拡大もしくは縮小再生産が可能であれば， iA+D1=EJの仮定は成立し，したがって
また，拡大・縮小再生産過程を {P}収入の支出を起点として考察した「原表」型「経済表」も完
結した体系性を備えることになるであろう。
「原表」は考察の中心を地主階級の「収入の支出」の波及過程に置いており， i所得6億の全額が
年々の流通に入り，かつ流通の全範囲をめぐること，金銭的資産が少しも形成されぬことり」とい
う前提に基づいて流通過程を分析している。したがって，貨幣収支における需給均衡と {cP}部
門にのみ記録される貨幣余剰の {P}への支払いによる「収入」の出発点への還流によって， i原
1) Quesnay F.， Extrait desるconomiesroyales de M. de Sully， 1.N. E. D.， t.I， p. 668. 
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表Jは再生産の体系的完結性を表示しているのである。「原表」の基本的性格からの制約として，
生産過程とりわけ {CS}の生産=加工過程に関する叙述をケネーの説明のなかに見いだすのは困
難をきわめる。しかし，前節までの分析で {CS}部門に記録される海外余剰の意味を明らかにす
るために，ここで素材視点を導入して，購入過程と販売過程の中間に位置する {CS}の生産過程
を投入・産出過程として再構成してみよう。分析のレベルを流通過程から，生産過程を内に含む再
生産過程に移行させるためにこれまで、辿ってきた貨幣収支表に素材視点を付加して投入・産出連
関を追究しよう。その際，留意さるべき前提条件は以下の三つである。
(イ) {P}収入の支出を起点とするマネー・フローは，年々，出発点に還基すること。
(ロ!) {C S}に「金銭的資産」が蓄積されぬこと。
り {C S}の「不生産的」性格。
(1) i装飾の奪修」の場合における海外余剰 (D2) と地主階級の「収入」
{C S}購入品の素材構成と価値構成
(i). {C P}から購入する食料品 (Bう=a r ( 1 -rZ) / 1 -r ( 1 -r) 
=j-(ii). {C P}から購入する原材料 (Dl)= a r ( r -2) ( r -1) /1 -r ( 1 -r) 
(iii) .自階級から購入する {CS}用道具ならびに生活手段 (D)
= a (1 -r 2)( 1 -r ) / 1 -r ( 1 -r)
=購入額合計a(r 3_ 4 r 2十 2r十 l)/l-r(l-r)
{C S}が {CP}から購入する B'とDlの素材内容に関して， w経済表の説明』の {CS}年前
払い規定， {C S}折半支出規定， {C P}生産物構成規定2)の三規定から総合すると， (Bうも(Dl)
も食料品と CCS)加工用原材料とから構成されているが，本稿では簡略化して， CB')=食料品，
(D1)=原材料と，一義的に表現する。それゆえ， CC S}購入品の素材内容は，生活手段としてB'
とDの一部，生産諸手段としてDlとDの一部とから成る。
{C S}が販売する素材および価値構成
一(i) CCP}用に「衣服，汁器，道具などJ3)C{C P}折半支出規定より〕
C'=a(2r-rり(l-r)/l-r(l-r)
一(ii){P}用に「衣服，家具，汁器などJ4)CCP}折半支出規定より〕
a(l-r) 
一(ii)CCS)用に， {C S}用道具および消費手段として，
2) 以上の諸規定の詳細については平田『経済科学の創造』前掲，後篇第2部第5章を参照。
3) Quesnay F.， Explication du Tableau Economique， ot. cit.， p. 676. 
4) ibid.， p. 675. 
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D = a ( 1 -r 2) ( 1 -r) / 1 - r ( 1 -r) 
=販売額合計a( r 3_ 2 r 2_ r + 2) / 1 -r ( 1 -r) 
ここから貨幣収支表に基づいて行ってきたのと同様に， {C S~が販売する素材の価値額と{C S~ 
が購入する価値額との差額を求めてみると，
{C S~ の販売総額一{C S~ の購入総額
={a(r3-2 r2-r+2)/1-r(1-r)}一{a( r 3_ 4 r 2+ 2 r + 1) 
/l-r(1-r)} 
= a (2 r 2_ 3 r + 1) /1 - r ( 1 -r) 
となる。この値は {CS~ 部門の貨幣収支…{C S~の圏内むけ販売額プラス輸出額マイナス{C S~ 
の園内からの購入額マイナス輸入額…で既に検出した海外余剰 D2=a (3 r -2 r 2_1)/1 - r 
(1-r)に相当する素材の価値額 (-Dz)に等しいことがわかる。それゆえ，海外余剰 (D2) に
見合う商品価値額 (-D2) を {CS~ の海外からの購入追加分として {C S~ の購入額に加算すれ
ば， {C S~の購入品総額は a ( r 3_ 2 r 2_ r + 2) / 1 -r ( 1 -r)となり，販売総額に一致する。
この結果， {C S~ に投入された素材の価値と {C S~ によって販売された素材の価値は均衡し，
{C S~ 内には何らの「金銭的資産」も蓄積されないことになる。
海外余剰 (D2) に見合う商品価値額 (-D2) は， rの値， つまり社会の需要構成の変化によっ
てもたらされた， {C S~ 生産物需要の増大に応じるための原材料輸入の増加分として，その意味
を簡略化して考えることができるだろう。仮に， (-D2)のなかに完成品が含まれていて， {P~ の
需要にこたえるために外冨産の消費財を {CS~ が大量に輸入したと想定しでも， {C S~ の購入
価値額合計と {CS~ の販売価値額合計との均衡には何らの変化も生じない。
ケネーは {CS~ の購入総額と眼売総額を増大させるだけで {C S~ の産出価値額に何らの変更
をもたらさない完成品取引……これをケネーは「売却や購入を増加させるが，物資 chosesを増加
させるのではなく，不生産的支出を増加させるだけの取引J5)と表現している……を「捨象」りして
も、る。この「捨象」規定の狙いは， {C S~ の生産・加工過程を純粋に考察し {C S~ の「不生産的J
性格を挙示することに存するのであり，そのためにイ中継商業としての取引を捨象し， {C S~ の生
産・加工過程に関わるかぎりでの {CS~ 部門投入価値額と産出価値額を直裁に議論の組上にのせ
ているのである。したがって， {C S~ の貨幣収支を増大させるだけで {C S~ の投入・産出額に
関与しなレ完成品の輸入に関しては，我々もケネーの指示に従って「捨象」し， (-Dz)を {CS~ 
の生産過程に極力，関連させて考察することとし，海外余剰に見合う商品価値額(-Dz)を{CS~ 
が輸入する加工用原材料として一義的に取り扱うこととし， {C S~ の生産過程に立ち入ってみよ
5) ibid.. p. 677. 
6) ibid.. p.677. 
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う。
{C S}の生産=加工過程は，国内外から鱗入した原材料 {Dr+(-D2)}を，自賠級から購入補填
した道具・…・・価値額としてはDの一部分……によって加工し，販売総額 a( r 3_ 2 r 2_ r + 2) / 
1-r(1-r)の商品を生産するプロセスであり， {C p}と同様に生産過程であるがゆえに当然
のことながら，新しい価値がこの過程中に産出される。
この {CS}生産過程を分析するにあたって， {C S}の購入生産物の素材構成を，生産過程に
投入しうる姿態に組みかえてみよう。まず，自階級内支出分 (D)は，生産過程中に摩滅する労働
手段の補填分 (Wpm)と， {C S}用の日常生活手段 (W回〉とから成る。自階級内支出分 (D)
のうち，生活手段に充用される比率をqで表示すれば，残余の {CS}用道具補填分の価値は (1
q) Dとなる。また， qDは {CS}によって生活手段として消費される。(1-q)Dは「原表』
にのみ登場する自階級からの原前払い補填分りであり，生産過程中に摩滅して新生産物のなかにそ
の価値を移転させてゆく価値部分である。したがって， {C S}の購入生産物は，次のように生産
諸手段 (Wpm)と消費手段 (Wkm)とに組み変えられる。
?
-Dl 
-D' 
G一-w-I
-D 
一(-D2) 
一(l-q)D ? ?
?????
?
??????????
〈注) ~は素材組み変え
{C S}の生産過程は一種の「受注生産」であり， {C S}生産物に対する社会的需要が，継期的
に {CS}の購入量と，若干のタイム・ラグをおいて， {C S}の供給量とを変化させ， {C S}の
拡大もしくは縮小された規模で、の連続的な生産を可能にする。しかし，上の表示では， {C S}の
貨幣収支の裏面にある投入・産出連関を考察するために， {C S}生産過程を一括して表示した。
{C S}部門の労働力投入……{CS}においては労働力範噂が独自に析出されえぬ職人生産であ
ることを考慮して……を，産出・投入連関の外に置くとすれば， {C S}の投入量は，
=Wpm 
= D r+ ( -D2) + ( 1 -q) D 
=2D-qD 
となる。他方， {C S}の産出量は，
7) ibid.， p. 680. 自階級からでなく，外国からの {CS}原前払い補填を主1援するミーク (R.L. Meek)の解釈に対する
批判としては，平田，前掲書 (356頁〉を参照。
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=C'十 a(l-r)+D
=C十D
となる。したがって， ~C S~ の生産・加工過程中に生じた価値の増加分は，
=aW 
=(C+D)一(2D-qD)
=C-D十qD
となる。 ~C S~ の生産・加工過程中に生じた価値の増加分 åW (C-D十 qD) が，当期中に ~C
S~ によって個人的に消費される生活手段の価値額を上まわれば， ~CS~ の生産・加工過程は価
値増殖過程となる。 ~C S} が個人的に消費する生活手段は W~m(=B'+ q D)であるから，
aW-Wkm 
=(C-D+ q D)一(B'+q D) 
=C一(B'+D)
{C S~ 収入 (C) の支出構成より，関係式( 4)のC=B'+Dを与式に代入すれば，与式=0と
なる。つまり， ~C S~ 生産過程中に発生する新たな価値額は，同期間中に ~C S~ が錨人的に消
費する価値額によって相殺される。ここからフィジオクラートの前提とする ~C S~ の不生産的性
格的を数式表現すれば次のようになる。
aW-Wkm= 0・ H ・H ・...・H ・.…..・H ・...・H ・...・H ・.・H ・..……・H ・H ・.…..・H ・.(関係式5)
位)tくrく1， i生活手段の豪脊」の場合
<:C P~ 生産物消費性向 r が， 1/2と1の開の値をとるとき， ~C S~ 部門は縮小再生産である。
まず， i装飾の著f多」の場合と同様に， <C S~ の購入過程と販売過程を，その素材構成にまでお
り立って考察しよう。説明は前項の繰り返しを避けて，できるだけ簡素化する。
<C S~ の購入額の素材および価値構成
=B'十Dl+D
8) (C S)の不生産的性格はアィジオグラートにとって基本命題であり， 1765-66年の「範式」段階で「論争」の対照と
なるものである。そのような基本命題でありながら，奇妙なことに，ここ「原表」段階において「経済表の説明」のなか
に， <(C S)の「不生産的」性格に関する積極的規定は見られず，ただ「商・工業」部門にたいして「不生産的支出階級
classe des depenses st品rilesJなる名辞が与えられているだけである。それ放，本稿の分析によって導出された〈関係
式5)の傍証となる記述を「原表」段階で援し求めるとすれば，以下に引用する1758年9月19日付ケネ』のアォノレポネ宛
手紙の一節が適切であろう。
手紙の執筆時期は「原表」初版作成に巡ること三か月，論点i主菌室計算にあたって， <(C P)生産物と (CS)生産物
との「二重計算 doubleemploy dans le calculjをいかにして避けるかという点である。「例えば，労働者が家を建てた
とします。この家の価格は労働者たちに支払われた費用を顧慮して二万リ』ゲ/レだとしましょう。この家は国家へのプラ
スの富ではありません。なぜならば，この家の所有者によって支払われた=万リーグJレを労働者たちは既にパ人ワイン，
肉.衣服などを購入して支出してしまっているからです。この家の所有者は，労働者たちが自ら既に支弘ったものを，労
働者たちに支払っているだけです。これは二重の売買です。かくして少しも富の増加はないのです。JLettre de F. Ques-
nay a Fourbonnaye， le 19 septembre 1758. 1. N. E. D.， t. I， p.299. 
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=a(r3-4 r2+2 r+1)/1-r(1-r) 
{C S)の販売額の素材および価値構成
=C'ート a(l-r)+D 
= a ( r 3_2 r 2_ r + 2) / 1 -r ( 1 -r) 
{C S)が販売する素材の価値額と {CS)が購入する素材の価値額の差額は a(2 r2- r + 1) 
/l-r(l-r)であり，この値は海外余剰D2の素材価値額〈ーD2)に等しい。いま，ケネーが
5 『経済表の説明』で例示している r= 7/12のとき， D2=55一ーの出超となる。海外余剰 D2を109 
{C p)生産物輸出の増加分と解釈して {CS)の購入額に (-D2) を追加すれば，素材面におい
て考察した {CS)の服売額と購入額とは均衡する。 0くrく1/2の場合に既に考察したように，
{C S)の貨幣収支を増大させるだけで{CS)の生産量の増加に関連しない取引を捨象することに
する。この捨象手続きによって， {C p)から {CS) が購入する食料品 B' からイ中継商業分D~ が
差しひかれる。したがって， {C S)の購入額は，
=(B'-D2)+Dl+D 
= a ( r 3_2 r 2_ r + 2 ) / 1 -r ( 1 -r) 
となり， {CS)の販売額に一致する。
つぎに， {C S)の購入と販売過程から， {C S)の投入・産出連関を分析しうるように，素材構
成を組みかえてみよう。
-B'-D2 -Wpm |-D1 
一(l-q)D…...p・…..W I-a (1-r)一一G
-C' 
G一一一明 -Dl 二〉
-D 
{C S)の投入量
=Wpm 
=Dl十(l-q)D
{C S)の産出量
=C'十 a(l-r)+D
=C+D 
-Wkm -D 
〈注) =手は素材組変え
したがって， {C S)の生産・加工過程中に生じた価値の増加分は、
=I1W 
=(C+D)-{Da (1-q) D} 
=C一Dl+qD 
となる。
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他方， {C S}が当期中に個人的に消費する生活手段の価値 Wkmは (B'-D2+QD)であるか
ら，
I1W-Wkrn 
=(C-Da Q D)一(B'-D2十 QD) 
=(C-B')一(Dlー D2)
=(D)一(D)
=0 
となり oくrく1/2の装飾の箸{多の場合と同様に， {C S}の不生産的性格が確認される。
また 1/2くrく1の場合における {P}収入の変化についても，
E-a 
= a (3 r -2 r 2_1) /1 - r ( 1 -r) 
=D2 
となる。地主収入の増加分は {CS}に記録される海外余剰 (D2)の増加分に等しくなる。
以上、 0くrく1/2と1/2くrく1の場合にわけで iA+Dl=EJの仮定にもとづいて {C
S}の再生産過程を分析してきた。開放体系の導入にともなって {CS}に記録された海外余剰 D2
が {CS)の生産過程にどのような影響を与えるかを検討してきた。この検討の結果， {C S}に
「金銭的資産」は蓄積されず，かつまた， {C S}の不生産的性格という「前提Jを崩すことなく，
{C S}の生産過程を分析することができた。それゆえ， i原表」のマネー・フロー分析において仮
設した iA十Dl=EJの命題は r=1/2の単純再生産の場合だけでなく r手 1/2の拡大・
縮小再生産の場合にも妥当する命題として一般性を獲得することになる。
7. 結びに代えて一一「原表」から「範式」へ一一
社会の需要構成の変化が， {C P}と {CS}両部門の産出額にどのような影響を及ぼしうるか，
という観点から我々の考察を総括してみるならば， {C P}の場合には，支出性向 rの変化は，タ
イム・ラグが存在するために， {C P}産出量の変化に直接には反映しなし、。 rの変化は，当年度に
おいては，まず，需給不均衡による穀物価格の変動として現象し，次年度生産のための前払い補填
を経て次年度生産の規模決定に波及的影響をおよぽす。他方， {C S}生産物に対する社会の需要
変化は， {C S}の投入・産出額に直接的な変化をもたらす。 {CP}部門における農業資本の回転
期間とは異なり， {C S}の場合，生産期間が短く，一種の受注生産と考えられるからである。し
たがって我々の「原表」分析も，社会の需要構成の変化を受けやすい {CS}部門の再生産過程分
析に焦点を絞ってきた。その結果導き出される結論を，以下，列挙しよう。
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(i) <C P}生産物支出性向 rの変化と <P}収入の変化
次期の <P}収入ー今期の {P}収入
=Et+l-Et 
= { a(2 r -r 2) / 1 -r ( 1 -r)} -a 
= a (3 r -2 r 2_ 1 ) / 1 -r ( 1-r) 
=Dγ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〈関係式6)
{P} 収入の変化は海外余剰D~ と密接に関連している。 {P} 収入が減少するのは，海外余剰Dz.
が負の値をとるときであり，それは0くrく1/2の場合，すなわち， i装飾の奪{多」の場合であ
る。このとき， {P}による {CS}加工品への需要は増大するが，それは結果的には，次年度の
<P}収入の減少をもたらすことになる。「過度の装飾の春{多は富裕なー冨を，きわめて迅速に華や
かさのうちに没落させることになるj9)とケネーが指摘する縮小再生産軌道への批判が「原表Jのι
第一の課題であることを，ここで再度確認しておこう。と同時に， i不生産的支出，あるいは生産
的支出のどちらか一方が他方にまさる程度の大小し、かんによって，所得の毎年の再生産にどのよう
な変化が生ずるかについては，これを容易に判断することができる。つまり，そのことは，経済表
の秩序の中に生ずるであろう変化によって容易に判断されると，わたしはいうのである。なぜなら
ば装飾の奪修が，地主のもとで六分のー，職人のもとで六分のー，農民のもとで六分のー増大する
と仮定すれば，所得600リーヴルの再生産は500リーヴルに減少する。もしこれと反対に，支出の
増加が，自国産農産物の消費の側で，またはそれらの輸出の側で右と同じ程度に達したとするなら
ば， 600リーヴルの所得の再生産は700リーヴルに増し，このようにして順々に進行していくからで
あるjl0)とケネーが述べるとき，縮小再生産軌道への批判が，そのうちに拡大再生産への萌芽を含
んでいることは明らかである11)。
(i) i原表Jのマネー・フロー分析から引き出される第二の結論は， {C P}と <CS}のあいだ
の前払L、の素材補填関係に関する恒等式である。
「原表Jでは，馬耕三圃制大農業の展開に不可欠な生産手段としての <CS}生産物たる「禁」の
「使用，半分の状態j12)のうえで，経済計算がなされている。それゆえ，既に第一節で考察したよう
9) Quesnay， F.， Explication. op. cit. p.676. 
10) ibi・d.p. 676. 
11) (P)収入の変化率を g(r)で表現すれば，
3 r -2 r 2_ 1 
g (r)= 
1-r(l-r) 
dg一一(r+ 1 +、13)(r+ 1一、13)
dr (r2-r+l)2 
2、13となり， r =、13-1のとき極大健一一一一lをとる。しかし，くP>収入の成長率は窮極的にはくcP>再生産総額の成a 
長率によって決定される。
12) Quesnay. F勾 Explication.op. cit. p.678. 
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『経済表~ 1原表「における貨幣流通と再生産 (3)
に， <C P~ 原前払い補填部分の年前払いに対する比率は， 1範式」における 1/2の値よりも小さ
い。その結果，再生産総額が「範式」におけるよりも小さく見積もられているのだから，純生産率;
(純生産物/年前払い〉もまた， 1範式」の場合よりも小さくなるはずである。しかしケネーは，資本
主義的大農業を実現するための諸種の前提条件を提示しつつ， 1経済表のなかで，英国と同様に十
割を生産するとL、う仮定」凶を定立している。
純生産率100%の展望と仮定。これは，我々の集計値記号では， (B)=(E)と表現される。 (B)
の支出構成に関する関係式(2)より， B=A+C'である。これに前節までに証明された関係式 A十
D1=Eから，純生産率100%の仮定を導入すれば，
A十 C'=A+Dl
C'=Dl ・H ・H ・...・ H ・...・ H ・...・ H ・...・ H ・H ・H ・...・ H ・.…..・ H ・.…..・ H ・..(関係式7) 
関係式(7)は rの値のし、かんにかかわらず〈但し， 0< r<l)，恒に成立し， {C P~ と {C S~ の
部門間素材補填関係を表現している。素材的に表現しなおすならば， {C P~ が {C S~ から購入す
る，消費手段を含む原前払い素材補填分の価値C'は， {C S~ が {C P~ から前払レ補填用に購入
する原材料の価値Dlに恒に等]__¥，、。「原表」が「需要の経済学」としての性格を強くもっとすれば，
C'とDlの価値的短等関係は，そのうちにDlのC'への依存関係を内包することになる。けだし，
{C P~ による {C S~ 生産物需要C' が {C S~ による {C p~ に対する貨幣支出 Dl を可能にす
るからである。のちの「範式」型「経済表」との関連で(関係式7)を再考してみるならば C'の
素材構成部分のうち， 1衣服・汁器など」のフェルミェ用生活手段を消去して C'の全額を{Cp} 
原前払いの素材補墳に充当すれば. IC'=DtJの部門間補填関係を表示する恒等式の意味するころ
は， {C S~ による {C P~ からの原料購入額は {C P~ への道具等生産諸手段の販売額に等しい
ということである。
日 {CP~ と {CS~ 双方から消費手段としてての加工品を消去すれば，すなわち前項におい
てフェルミェ用消費手段をC'の素材構成から消去したのと同様に， {C S~ 自階級内支出 Dから生
活手段としての加工品を除去すれば，前節の略号を用いれば， {C S~ の消費手段は， q=oの仮
定により，
W回 =B'十 qD
=B' 
となる。つまり， {C S~ の生活手段の価値は {C P~ から購入する「食料品」の価値に等しくな
る。
同様にまた， q=Oの仮定に基づいて {CS~ の投入と産出の差額すなわち， {C S~ の生産・
13) Quesnay， F.， Explication. op. cit. p.673. 
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加工中に発生する価値の増加分は
IlW={CS>の産出額一{CS>の投入額
={C'十a(l-r)十D}一{Dl+(-D2)十(l-q)D}
となる。与式に既に用いた関係式(3)とq=oおよびDl=D+D2を代入すれば，
与式={C}一{D+D2十 (-D2)} 
={C}一{D}
となる。関係式(4)からCの支出構成C=B'+Dを与式に代入すれば，
与式={B'十D}-{D}
=B' 
となる。つまり， {C S>の生産過程中に新しく発生する価値IlW は， {C S>が {Cp>から社
会的に供与され期間中に消費する食料品の価値額B'に等しし、O
IlW=Wkm= B' .・H ・...・H ・.…..・H ・.….'・H ・...・H ・...・H ・...・H ・H ・H ・..………・・(関係式8)
(関係式8)は「経済表の説明」のなかで， {C S}が「生産的支出階級から受け取る賃金j14) と
レう規定を受け取る。この規定は {Cp>と {CS}の部門間素材補填関係を表示する関係式(7)と
ともに， i原表Jから「範式」への移行を考察する際，重要な意味をもつようになるであろう。
最後に，本稿で使用した記号表現に基づいて導きだされた種々の関係式を一括表示しよう。
① {p>による「収入」の「折半支出」規定
ar+a(l-r)=a 
① {CP}生産物Bに対する需要構成より
B=ar+B'…..・H ・...・H ・...・H ・...・H ・.…..・H ・...・H ・...・H ・...・H ・H ・H ・..…〈関係式1)
① {C P}収入Bの支出構成より
B=A+C'…..・H ・...・H ・...・H ・..………...・H ・.…..・H ・..……...・H ・..……...・H ・-・(関係式2)
@ {CS> 生産物C~こ対する需要構成より
C=a(l-r)+C'...・H ・...・H ・H ・H ・...・H ・...・H ・H ・H ・...・H ・...・H ・...・H ・-・〈関係式3)
@ {CS}収入Cの支出構成より
C=B'+D・H ・H ・...・H ・...・H ・H ・H ・...・H ・.…..・H ・...・H ・H ・H ・...・H ・H ・H ・-・……〈関係式4)
@ i純生産物」の価値実現の「仮定」として
A十Dl=E
⑦ {C S}の不生産的性格
IlW-Wkm= 0……...・H ・.….，.・H ・..……...・H ・H ・H ・...・H ・H ・H ・...・H ・H ・H ・...・H ・.c関係式5)
14) Quesnay， F.， Explication， op. cil.， p.676. 
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『経済表~ i原表」における貨幣流通と再生産 (3)
① {P~ 収入の変化と海外余剰の関係
Et+1-Et=D2・H ・H ・..4..・H ・...・ H ・H ・H ・.…..・ H ・...・ H ・...・ H ・...・ H ・.…..・ H ・..((関係式6)
① (P~ 収入の増加率 α
α=2r-r2/1-r(1-r) 
⑮ {C P~ i純生産率J100%の仮定より
B=E 
@ {CP~ と (C S~ の部門間素材補填関係
C'=Dl ・H ・H ・H ・H ・...・ H ・...・ H ・...・ H ・...・ H ・...・ H ・...・ H ・.…..・ H ・.…..・ H ・-・〈関係式7)
@ {CS~ の {CP~ への依存性 (í賃金」の付与〉を表現するものとして
I1WニWkm=B'.・ H ・....・ H ・.・ H ・H ・H ・....・ H ・....・ H ・.・ H ・.…..・ H ・..・ H ・-・・〈関係式8)
(完〉
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